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京都盆地のランドサット図



京都盆地と周辺の地形の特徴

・東西を活断層によって区切られる

・丘陵部には大阪層群の砂泥互層が
現れる。

・中央の平地部分は，桂川（鴨川），
宇治川，木津川の3河川による堆積
物からなり，氾濫原，自然堤防，扇
状地，旧河道，排水不良の低湿地
といった地形区分となる。

・三川合流付近で河川が停滞し，排水
不良の低湿地が構成される。。また，
宇治川南側には巨椋池干拓地が展開
する。

桂川（鴨川）

宇治川

木津川



砂・シルトが主体
礫が主体

砂・粘土の互層

風化すれば，マサ土を
大量に排出

頁岩，砂岩，チャートから
なる．固結度が高く，礫状に
崩れる

京都盆地で見られる地層と形成年代



京都盆地と周辺の地質

5j万分の1地質図幅，「近畿の活断層」，
京都市活断層調査報告書を利用

京都盆地地下および周辺の山地の
ほとんどは，中・古生界の丹波帯が分
布する。丹波帯は基本的に砂岩，泥
岩，一部チャートからなる。大変古い
岩体なので，亀裂や割れ目が多い。

盆地北東部には，ピンク色の花崗岩
が分布する。これは近畿地方中央部に
分布する花崗岩である。

盆地の周辺の山地と盆地の境界部
には赤線で示す「活断層」が分布する。
活断層は上下変位を示す逆断層およ
び北東部の花断折層は横ずれ断層で
ある。

丘陵地域は基本的に大阪層群とよ
ばれる第四紀の堆積層が分布する。主
には砂層と砂礫層であるが，粘土層も
一部含まれている。



京都府マルチハザード情報より

赤色︓土砂災害特別警戒
区域（土石流および
地すべり）

黄色︓土砂災害警戒区域
（土石流および地すべり）

土砂災害特別警戒区
域及び土砂災害警戒区
域の指定値は，基本的に
盆地と山地の境界付近に
分布し，活断層の分布と
も相関性が高い。

斜面災害ハザード



（扇状地）（扇状地末端）（沖積層分布地域）（丘陵地域）

赤：礫層

青：シルト層，黄：砂層

黄緑，肌色：粘土，砂互層
（固く古い時代の堆積物）

地表近くのシルト層にK-Ah（アカホヤ火
山灰6300年前）を含み，礫層上端部
の年代が12000BPであることから，礫
層以下を洪積層，上部シルト，砂層を
沖積層と区分する．

南北断面による地域区分

基準ボーリング

基準ボーリング
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六地蔵

南北断面を基にした区域分けを東西
に分布状況を調べてエリア区分を行っ
た結果，4つの地域に区分．

⇒ 各エリアの特徴を紹介



京都市北部地区の東西断面

京都市南部地区の東西断面



八幡・久世地区の東西断面

相楽地区の東西断面



氾濫原 扇状地
白川砂

(a) 京都市北部地区

氾濫原 桃山西縁互層
(b) 京都市南部地区

三川合流
巨椋池干拓地

(c) 八幡・久世地区

八幡丘陵，
　田辺丘陵

（大阪層群）（大阪層群）

(d) 相楽地区

桂川
鴨川

桂川，鴨川

木津川

堆積層の厚さ 約10m

西

東西

東西

東

西 東

４地区の東西模式断面
（イメージのイラスト）

特徴的な地域について
次に紹介



白川上流一帯に分布する花崗斑
岩がマサ化して，白い砂（石英や
長石が主体）になると考えられる．

砂の分布域

砂が堆積する地域



粘土・砂が互層状に
堆積する地域



樫原

水垂

兵庫県南部地震時の
被害分布



丘陵との境界部に一部，沖積層が厚く分布する
＝ 被害地域分布と相関がよい



丘陵との境界部に一部，沖積層が厚く分布する
＝ 被害地域分布と相関がよい



三川合流部および木津川に厚く分布する
＝ 土粒子の供給量が多い



北は粘土が多く，南は砂が多い

北部は古生代の頁岩チャートを
多く含むため，礫以外には，河
川からの供給が少ない．
南部花崗岩地域を流れる木津
川はマサ化した砂を多く含む．



新道路橋示方書の手法に
基づいてN値から算定した
液状化強度比RLの分布

★京都市内北部︔砂礫地盤で
液状化抵抗は大きい

★京都府南部︔三川合流部を中心に
液状化抵抗は小さい

★河川流域部︔液状化抵抗が小さい



京都盆地の液状化ポテンシャル

 砂礫層中心の地盤が広範囲に広がっており、盆地全域にわた
る大規模な液状化が発生する可能性は低い。

 南部三川合流部、宇治川・木津川流域の液状化ポテンシャ
ルが相対的に低く、直近の断層活動による直下型地震が襲っ
た場合は、液状化による被害が発生する可能性が高い。

 地質・堆積環境によって局部的に液状化発生可能な地盤が
点在する。



京都盆地における地盤災害リスク

• 京都盆地は丹波帯の比較的古い岩石を基盤としており，構造運動による亀
裂や割れ目が多く，特に斜面部では降雨や地震などの外力を受けると崩壊
する危険性がある。

• 丘陵部には大阪層群の砂泥互層が表層に現れ，近在する活断層の活動に
よる脆弱化とも相まって構造的には不安定化しやすく，豪雨時には土砂災害
を起こしやすい。

• 花崗岩帯では風化による土砂化が進みやすく，降雨時に土石流や泥流とな
って流下する危険性が高い。京都市域では東北部（白川流域）が特徴的
である。

• 京都盆地の浅部は河川堆積物による砂礫主体の良好な地盤ということがで
きる。このため，地震時の主たる被害は強震動によるもので，液状化につい
ては，上記吉田山周辺の白川起源の砂質地盤と，砂質土を多く搬出する
木津川流域から三川合流域で注意を要する。


